
「018 ᖺ 監 ᭶吉日 

第 盤 回日本技術士会近畿本部建設部会 ᖺ次大会＆業績࣭研究発表会㸦ࡈ案ෆ㸧 

㸯．開 催 日：「018 ᖺ 盤 ᭶ 」0 日㸦土㸧1」:00～1】:00  

一部 1」:00～1」:」0  第 盤 回近畿本部建設部会ᖺ次大会 

部 1」:40～1】:00  第 盤 回近畿本部建設部会業績࣭研究発表会 

㸰．会 場：大阪科学技術センタ࣮ ８階 中ホ࣮ࣝ㸦定員 1」監 名㸧 

          大阪市西区靭本⏫ 1-8-4  T分１ 0盤-盤44」-監」「4 

㸱．資 料 代：監00 㸦建設部会員ࠊパࢫポ࣮ࢺ保᭷者㸧：1,000 㸦ᕥ記以外非会員㸧 

㸲．懇親交流会費 4,000  㸦大阪科学技術センタ࣮ 】 階ࣞࢺࢫラン㸧 

㸳．次  第 

 ࠙一部 ᖺ次大会0「:「1～00:「1 ࠚ 

        開会宣言࣭司会進行  河野副部会長 

    挨    拶       山崎部会長 

    ᖿ紹介       山崎部会長 

    ᖺ次大会議長㸦部会長ࡀ議長ࡾ࡞ᖺ次大会成立宣言㸧 

    報告項 

     。1)ᖹ成 「9 ᖺ度活動報告        藪ෆᖿ長 

     。「)ᖹ成 「9 ᖺ度決算報告及び┘査報告 大野副ᖿ長兼会計ᖿ୕ࠊ谷会計┘査 

     。」)ᖹ成 」0 ᖺ度活動計⏬案       藪ෆᖿ長 

     。4)ᖹ成 」0 ᖺ度予算計⏬案       大野副ᖿ長兼会計ᖿ 

   ☆休憩 約 10 ศ 

࠙部 業績࣭研究発表会00:【1～40:「1 ࠚ 

 司会進行              河野副部会長 

 1」:40～1」:4監 開会挨拶 建設部会 山崎和人部会長 

 1」:4監～1」:監0 来賓挨拶 近畿本部 杉本哲雄本部長 

 1」:監0～14:1監 発表㸯 ࣮ࣟࢻンを駆使しࡓ調査࣭設計           甘利哲ኵ氏 

 14:1監～14:「0 質疑応答㸯 

 14:「0～14:4監 発表㸰 生産性を考慮しࡓｸ㺼㺵㺻ﾄ㺼㺏㺻ｶ㺎ཷ圧板ࡢ開発  ᖾ  徹氏 

 14:4監～14:監0 質疑応答㸰 

 14:監0～1監:1監 発表㸱 地┙情報ࡢ 」 次元可視化 」） ﾌ㺽㺶㺻ﾀࡢ利用  ኴ田英将氏 

 1監:1監～1監:「0 質疑応答㸱 

 1監:「0～1監:4監 発表㸲 ᕤ現場おけࡿ I（T 技術へࡾྲྀࡢ組ࡳ例 國近光生氏 

 1監:4監～1監:監0 質疑応答㸲 

 1監:監0～1盤:00 休  憩 

 1盤:00～1盤:4監 特別講演 国土交通省近畿地方整備局 局長 池田豊人氏 

つい࡚ࢺェクࢪ生産性革命プࣟࠕ 㸦ࠖ仮題㸧 

 1盤:4監～1盤:監監 質疑応答  

 1盤:監監～1】:00 閉会挨拶 建設部会 甘利哲ኵ副部会長 

  ࠙懇親交流会19:00～00:【1ࠚ  大阪科学技術センタ࣮ 】 階ࣞࢺࢫラン 

 ※申込：別紙参加申込書送付：ᖹ成 」0 ᖺ 盤 ᭶ 「】 日㸦水㸧締ษ 

㸦注 1㸧定員 1」監 名ࡾ࡞次第締めษࡉࡾせ࡚頂ࡲࡁすࠋ 

㸦注 「㸧懇親会ࡢキャンセࣝࡣ前日 「9 日正午࡛ࡲ山崎 080-」8」】-9891 へࡈ連絡くࡉࡔいࠋ以ୖ 



第 6回近畿本部建設部会業績࣭研究発表会発表者ࡢエン࣮ࣜࢺ概要 

ձ 発表論文㸯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏   名 甘利 哲ኵ 

 勤務ඛ 第一設計┘理株式会社 大阪支店 

論文題名 ࢻロ࣮ンを駆使ࡋた調査࣭設計 

㸦論文要᪨㸧建設コンサࣝタンࠊࡣ࡛ࢺ生産性向ୖを目指࡚ࡋICT

を駆使すࡿ等様々࡞技術向ୖ努力࡚ࡋいࠋࡿ当社ࠊࡣ災害復ᪧࡢ

調査設計ࢻロ࣮ンを利用ࠊ࡚ࡋ発災直後被災状況をいち᪩く撮

影ࠊࡋ施設管理者ࡢ被災規模ࡢ把握ࡼ࠾び関係機関へࡢ状況説明

役立たせ࡚いࡲࠋࡿたࠊ設計業務࡛ࢻࡣロ࣮ン࡛撮影ࡋた映像計

画道路ࢺ࣮ࣝࡢをྲྀࡾ込ࡴこࠊࡾࡼ地元説明時ࠊ地元ࡢ方ࡀ道

路ࡀ完成ࡋた時点ࡢ状況をࡘぶࡉ把握࡛ࡼࡿࡁう工ኵを加え࡚い

 ࠋࡿ

本発表会࡛ཷࠊࡣ注者ࡀ発注者ࠊ関係機関ビࣗࢪアࣝ࡞情報を

えࡿこ࡛状況把握や完成後ࡢイ࣓࣮ࢪを短時間࡛把握࡛ࡿࡁ事

例を㸲例紹すࠋࡿ 

 

 

 

ձ 㸫㸰 

㸦論文掲載ࡢ 

氏  名 甘利 哲ኵ 

勤務ඛ 第一設計┘理株式会社 大阪支店 

論文題名 水中作業ࡢ品質生産性向ୖࡘい࡚ 

㸦論文要᪨㸧鋼矢板護岸ࡢ࡞水中構造物ࡢ点検࣭補修ࠊࡣ従来

困ࡣ点検࣭補修ࡢ水中構造物全体ࡿす対象ࠊࢀ潜水作業࡛行わࡽ

難࡛あࡗたࠋ例えࠊࡤ鋼矢板護岸࡛100ࡣm㸯箇所程度鋼矢板護岸

前面付着ࡋた浮遊物࡞を除去࡚ࡋ点検を行࡚ࡗいࡿたࠊࡵ部分

的࡞箇所ࡢ点検結果ࡀ全体ࡢ健全度評価࡚ࡗ࡞いࡲࠋࡿたࠊそࡢ

健全度評価をࡶ補修計画を立案࡚ࡋいࡿたࡵ効果的࡞老朽化

対策ࡀ行わ࡚ࢀいࡢࡿ判断࡞ࡁ࡛ࡀいࡀࡢ現状࡛あࠋࡿ 

 当社を含ࡴ 5 社ࠊࡣ水中作業を点検ࡋࡶくࡣ補修ࡀ必要࡞水中構

造物前面を完全気中化࡛ࣛࢻࡿࡁイボッࢫࢡを利用すࡿこ࡛点

検 補࣭修ࡢ品質及び生産性ࡢ向ୖࡀ図ࡿࢀ工法を提唱࡚ࡋいࠊ࡛ࡢࡿ

ここ࡛そࡢ工法を紹す࡛ࡢࡶࡿあࠋࡿ 

 

 

 



ղ 発表論文㸰 

 

 

氏   名 幸  徹 

勤 務  ඛ ࣛイࢺ工業株式会社西日本支社 

論文題名 生産性を考慮ࡋた㸪ࣛࢢウンࢻアンཷ࣮࢝ᅽ板ࡢ開発 

㸦論文要᪨㸧斜面安定対策工࡚ࡋ広く用い࡚ࢀࡽいࣛࢢࡿウンࢻ

アン࣮࢝工ࡣ㸪擁壁工や法枠工ࡢ࡞反力版㸦ࡾࡢ面工㸧組ࡳ合

わせ࡚施工ࠋࡿࢀࡉ当社ࡣ㸪こࡢアンཷ࣮࢝ᅽ板࡚ࡋ用いࡿࢀࡽ

現場打独立ཷᅽ板㸦ᖹ板ࣈロッࢡ㸧ࡘい࡚㸪生産性を考慮ࡋた新

工法を開発ࡋたࠋ工法ࡢ特長࡚ࡋ㸪コンࢺ࣮ࣜࢡを吹付ࣔࣝタࣝ

コンࢺ࣮ࣜࢡすࡿこ㸪型枠を埋ࡵ殺ࡢࡋ金網型枠すࡿこ㸪

鉄筋をࣘニッࢺ化ࡋワンタッチࡢ組立金具を᥇用すࡿこ࡛㸪大幅

こࠋたࡁ࡛ࡀこࡿ向ୖを図ࡢ㸪生産性ࡋ施工性࣭省力化を改善

こ࡛ࡣ㸪本工法ࡢ開発経緯基本構造を紹すࠋࡿ 

 

 

 

 

 

 

ճ 発表論文㸱 

 

 

氏   名 ኴ田英将 

勤務ඛ 有限会社ኴ田ࣜ࢜ࢪサ࣮チ 

論文題名 地┙情報ࡢ 3次元可視化㸦CIM㸧 3Dࣜࣉンタࡢ活用 

㸦論文要᪨㸧i-Construction 可ࡢ地┙情報ࡾ࡞うࡼࡿࢀࡉ推進ࡀ

視化㸦CIM)ࡀ必須ࡁ࡚ࡗ࡞たࠋ地中ࡢ地┙情報ࠊす࡞わち地質情

報ࡶࡶࠊࡣ 3 次元空間ࡢ情報࡛あࠊࡾ地質学࡛ࡣ 3 次元情報を

ࡿࡁ紙面࡛表現࡛ࠕ 2ࠖ次元情報すࡿたࠕࡵ地質図学 いう方ࠖ

法論ࡀ存ᅾࡋたࠋPCࡢ発展伴いࠊわࡊわࡊ 3次元情報を 2次元情報

3ࠋたࡗ࡞く࡞ࡀ必要ࡿ変換す 次元情報ࡲࡲࡢ地┙情報を表現す

ࡣ実ࠊࡣこࡿ CIM そ࡛ࡢࡶࡢあࠋࡿ資源᥈査や土壌地ୗ水汚染࡞

ࡽ1980ᖺ代ࠊࡣ࡛ 3次元可視化ࡀ活用ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ当社ࡶ約 20

ᖺ前ࡽ地質情報ࡢ 3 次元可視化を行࡚ࡗいࠋࡿ近ᖺࠊࡣそࡢ 3 次

元可視化情報を 3Dࣜࣉンタを用い࡚模型࡚ࡋ出力ࠊࡋ設計等活

用࡚ࡋいࠋࡿ 

 

 

 



մ 発表論文㸲 

 

 

氏   名 國近ග生 

勤 務  ඛ 株式会社 森本組 

論文題名 工事現場࠾けࡿ ICT技術へࡾྲྀࡢ組ࡳ事例 

㸦論文要᪨㸧工事現場࠾い࡚ ICT 技術ࡢ導入ࡾࡼ施工ࡢやࡾ方ࡀ変

わࡘࡘࡾあࠋࡿ少子高齢化時代突入ࠊࡋ労働力足ࡀ大࡞ࡁ問題ࠊࡾ࡞

建設業ࡢ生産性向ୖࡀ緊結ࡢ課題࡚ࡗ࡞いࠋࡿこうࡋた背景ࡽ国土交

通省࠾い࡚ࠊࡣ生産性向ୖࡾྲྀ組ࠊࡳ管理手法࡞抜本的࡞制度ࡢ見

直ࡋを含࡚ࡵ改革を推進࡚ࡋいࠋࡿそࡼࡢう࡞状況を踏ࡲえ࡚ࠊ建設会社

ࢁこࡿࡁ࡛࡞い࡚身近࠾工事現場ࠊࡾあࡀいく必要࡚ࡋ対応ࡶ࡚ࡋ

ࡽ ICT技術を活用࡚ࡋいࠊࡁそࡢ有効性を確認ࠊࡋ積極的推進࡚ࡋい

紹い࡚簡単ࡘ事例ࡳ組ࡾい࡚ྲྀ࠾工事現場ࠊࡣ回ࠋࡿ状況࡛あࡿ

すࠋࡿ 

 

 

 

 

 


